
 

 

酪農後継者の自給飼料生産技術向上を支援 

～飼料用トウモロコシ栽培検討会を開催～ 

 

香取農業事務所改良普及課 令和６年１２月２３日発 

 

 

農業事務所は、自給飼料生産に主体的に取り組み始めた酪農後継者３名を対象に、飼料

用トウモロコシの栽培技術向上を目的とし、計 2 回の検討会を開催しました。検討会に 

先立ち、県畜産総合研究センターと連携し各戸の栽培管理や生育等を調査・分析しました。 

収穫開始前に行った７月２日の中間検討会では、基礎的な技術を説明したほか、各戸の

栽培概要や栽植本数等の調査結果を共有しました。その上でほ場を巡回し、実際の生育  

状況を確認しながら具体的な管理等について情報交換しました。参加者からは収穫適期の

判断方法や害虫・雑草防除についての質問が出るなど、技術向上への意欲が見られました。 

12 月 17 日の実績検討会では、収量等の結果から栽培を振り返りました。試験研究の

知見も踏まえながら次作に向け意見交換し、株間の調整やほ場の均平等、改善点を把握  

することができました。農業事務所は畜産農家の自給飼料生産を今後も支援していきます。 

  

中間検討会でのほ場巡回 実績検討会での調査結果共有 

  


